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最優秀作（内閣総理大臣賞） 

    【一般部門Ａ／運転者（同乗者を含む）に対するもの】 

   ○ ゆとりある 心と車間の ディスタンス 

 

    【一般部門Ｂ／歩行者・自転車利用者に対するもの】 

   ○ ママなんで？ 赤は止まると 習ったよ 

   

  【こども部門／中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの】 

○ 自転車に 乗るならきみも 運転手 

  

 

 

 

 

最優秀作品 

    【一般の部】 

○  親がまず 守って見せる 交通マナー 

（和歌山市 福嶋 禎男さん） 

 

   【小学生以下の部】            

○  わたろうと している私に 気づいてね 

                              （橋本市恋野小学校 塩山 心海さん） 
 

   【中学生・高校生の部】            

○  自主返納 自分も相手も 守るため 

                          （近畿大学附属和歌山中学校 中村 祐菜さん） 
 

【シニアの部】 

○  夕暮れ時 目立つ服装 事故なくす 

 
                   （紀の川市 中前 隆夫さん） 

 

 

 

 

  

 

令和３年  全国交通安全年間スローガン 

令和３年度 和歌山県交通安全年間スローガン 
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人身事故19年連続減少のあゆみ

(H13)
危険運転致死傷罪の
創設

(H14)
飲酒・無免許運転等
の罰則引き上げ)

(H19)
自動車運転過失致死
傷罪の新設
危険運転致死傷罪の
改正
飲酒運転・ひき逃げ
の厳罰化
飲酒運転助長行為
（周辺三罪）の創設

(H21)
飲酒運転等の行政処
分点数の引き上げ

(H25)
無免許運転の罰則強化・
幇助行為の罰則創設

(H26)
自動車運転処罰法の施行
アルコール等影響発覚免脱
罪の創設
無免許運転加重規定の創設

(R元)
携帯電話等による「ながら運転」
の厳罰化

(H13)
S47以来29年振り
に9,000件を突破
交通安全対策室の設
置

(H14)
暴走族対策室の設
置
「黒豹」導入
夕暮れ時の早めの
ヘッドライト点灯
運動実施

(H17)
反射材「貼ろう」
キャンペーン実施

(H20)
交通事故ゼロの日の設定

(H23)
交通指導員会 ４０周年
第１回高齢者自転車大会

(H24)
第１回県下交通安全教育
コンクール開催

(H28)
事故減少率が全国１位となる
（-16.7%）

(H30)
交通ボランティア「ソレイユ」委嘱

(R元)
交通安全母の会 50周年
交通安全和歌山夢大使「彩浜」委託
飲酒根絶条例の制定

(H27)
高齢運転者訪問活動開始

(R2)
飲酒運転一刀両断!!「シリウス作戦」

(R2)
妨害（あおり）運転の罰則創設

全国 事故件数の推移 和歌山県 事故件数の推移

H13年からの減少率 ６７％ ８３％

(H20)
交通事故死ゼロを目
指す日の設定

(H2６)
交通事故分析員の配置



は し が き 

  

令和２年中、県内において人身交通事故が 1,585 件発生し、この結果、18人

の尊い命が失われ、1,851 人の方が負傷されました。 

人身交通事故の発生件数は 19 年連続して減少し、交通事故による死者数 18

人は、和歌山県警察が統計をとり始めた昭和 29 年以降、最も少ない数字となり

ましたが、いまだに多くの方々が交通事故の犠牲となっています。 

なかでも、交通事故により亡くなられた方の半数以上を高齢者が占め、全交

通事故に占める高齢者が当事者となる交通事故の割合も高い水準のまま推移し

ており、今後更なる高齢化が見込まれる当県においては、加害者、被害者の両

面からの高齢者交通事故防止対策が課題となっています。 

また、世論の高まり等を踏まえ飲酒運転が厳罰化されたにもかかわらず、令

和２年中、飲酒運転による人身交通事故が 22件発生していることや、四輪乗車

中に亡くなられた方のうち、５割がシートベルト非着用であるなど、相変わら

ず規範意識を欠いた重大事故が発生しており、交通事故件数が減少を続けてい

るとは言え、依然として厳しい状況にあります。 

本書は、このような厳しい交通事故の実態を中心に、交通取締り、交通規制、

運転免許等の交通警察活動に関する統計に加え、各関係機関の保有する人口、

自動車、道路等の交通に関する統計を収録したものであり、今後の交通安全対

策の一助として活用していただければ幸いです。 

 

令和３年９月 

 

                                    和歌山県警察本部交通部 

 


